






先天異常モニタリングシステムの確立とその運用により先天異常発症要因を解明し,以て

先天異常発生を未然に防ぐことを目的として, 

1.先天異常モニタリングの統計学的方法の開発とその応用 

2.先天異常発生の原因となった環境要因の究明のための疫学的方法の確立 

3.環境要因による先天異常発症機構の解明 

4.先天異常の染色体レベルでの発症機構の解明 

5.先天異常の遺伝子レベルでの解明 

についての研究を行い，以下のような成果をあげた。 


